
文　数　ニ　ュ　ー　ス号進めています｡この趣旨七沿って､関西大学では中国'ミヤンマ-などの学生をすでに4回招へいし､2. 016年度未までにマレーシアも加えて計6回実施します｡このように'本学では積極的に利用させていただいており､来年度実施したいという教員がすでに数名名
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は'本学の有する先進的ハカﾐiｼ大wテVﾈゐe�蒲搓Hw迩ルぼ仗阜vｦル�昔湿ｩwのｰﾄの｢ﾜ�続いて'システム理工学部の谷弘詞教授及び小金沢新治教授によるマイクロ･ナノトライボロジーとマイクロメカトロニクスに関する講義を行いました｡夕方には､本学副学長(国際担当)の前田裕システム電工学部教授を交えてウエルカムパーティーを行い､本学大学院理工学研究科の学生及び教員と交涜しましたo最初は固い雰困気で言葉数も少なぐ�ﾉよるマイ�唖然とLLJいる場面もありました｡
2日目から4日月は学外研修として'シス

テム理工学部の呂亡国准教授の引率のもと､兵庫県立大学大学院シミュレーション学研究科鷲津仁志研究室､兵庫県立大学大学院工学

巾Vt蒜　　　　　rrJrh)〓　nコ　U7

#㌔㌔㌔㌔




